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☆調査終了☆
やすでら

辿益須寺遺跡-A地点一

吉身町字泉海道で行っていた発掘調査は8月13日をもって終了しました｡｜

今回の講査地点では上下二層の遺構を検出しました。上層からは東西に並’
しぜんりゆうろ

走する6条の小溝と南北に走る自然流路が1条、それに直径5m・深さ3
どこう

mもあるフ噌な土壌が亙基みつかりました。これらの遺構は出土した土器｜

から平安時残から牛萱〈鎌倉°室町時代)にかザで錘も心と考えられます。｜

下層からは奈良時霧崎雲善う竪穴住居と4鰯､｡？露の掘立柱建鞠が1棟、そ1

れに多毒r善六入;;み､ンか"jまL,え。竪穴さ穂:{::ノベーア42霊威･だきさで、｜
弓ぐだ

南寅陵に言一"ドと］鯛伽迄り出しが設け職r一：：すう,製溌圭農の北慨と｜
さ・『

南側にば靴が作ウオルでい言一住居毒囲ん宇恥勢暫圭一い,騰域さ
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2．吉身彦謡毒・

守山町字篇;丸二で震ﾉ､三宅4件の建築に先立二ご、

した。その結勇汀琴鱈蒔の水密が検出されさ．.宝毎

字篇;丸二で震ﾉ､三宅4件の建築に先立二ご、篭掘語宣を実施しまi

の結勇汀琴鱈蒔の水密が検出されさ．.宝．’#･認;ず倉宝画あり、1

月mの露匿慧、も局黙こ溌塞きぶ孟吋･言:亨筆これらはほぼ南北！

あり、琴苧:､完秀田方向と億雲:諺一一f二毎§“:龍この表層からはJ

田区画と闇瞳方向を示す､､鎌倉時需の認い溝がみつかっています｡｜

（山崎）！
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3．古高遺跡-A地点一
’

古高町の市立南中学校の校舎増築工事に先立って、7月31日から8月13

日までの期間で約300㎡を対象に調査を実施しました。その結果､古墳時代

前期の竪穴住居1棟､溝3条､大溝1条を検出しました｡竪穴住居は一辺6.2

mと規模が大きく、壁際に排水用の小さい溝が、南辺中央には貯蔵用とみ
どこう

られる土壌が掘られていました｡大溝は幅9m以上、深さ2.5mもあり、砂

が多量に堆積していたことから､かなり激しい流れがあったことがうかがえ
ます。溝内からは古墳時代前顛の多量

の土器と木製品が出土しました。この
かつせき

ほか滑石（緑色をした軟らかい雇蓬、

古墳時代には玉作りに盛んに用いられ

た）の玉の未製品､破損品､チップ（削

りかす）が大量に見つかっていて、こ

の付近で玉作りが行われていたことが

考えられます。なお、大溝の上層から

は須恵器の高杯やヒスイの玉が見つか

っています。

（山崎：
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大溝出土須恵器高杯

古高遺跡-A龍点一選棲平壷騒
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しもなか

4．下長遺跡

4月から行ってきた下長遣跡の調査も7月末までに終了しました。今回
きゅうかどう

‘の調査は古墳時代前期の集落と旧河道（川跡）などが検出されました。こ

れまでの調査成果と合わせると、この地域には縄文時代晩期頃に初めて集
せいすい

落が営まれ、その後何回かの盛衰を繰り返し、古墳時代前期頃にその盛期

がピークに達したことがわかりました。旧河道も古墳時代前期頃には一部
ぐんせい

が湿地化（湿地にはヨシが群棲していたようです。）したようですが、い

ぜん川としての機能は保っていたと考えられ寮す。旧河道からは多量の遺

物が出土しました。特に承製品は腐りやす･〈篭のにくいたr､今回のよう

な大量の発見は当時の生活の様子を知るうえで大きな成果といえるでしょ

う。

下長遺跡全景写真（約1/400) （小島）
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ほったてぱしらたてもの

ろです。これまででに古墳時代誌鶏の井戸、古墳時代後期の掘立柱建物と

溝など見つかっています。井戸は直径1m、深さ1.5mで､丸太をくりいい
ほうけいしゅうこうぽ

た井戸枠がわずかに残っていました｡このほか､弥生時代の方形周溝墓も見

つかっています。今後、調査が進めばさらに全体の様子がわかってくるも

のと期待されます。調査は来年の3月まで続きます。

（伴野）

6．古高遺跡-B地点一

6月18日から今宿町の西端、字口窪田において、宅地造成に伴う発掘調

査を実施しています。約S500㎡の調査面積のうち､これまでに約半分を終

えています。これまでに弥生時代後期の竪穴住居3棟と溝1条、古墳時代

前議の溝2条､、平安時学，;から鎌倉時撹にかけて";¥堀立注建鞍]射!受毒数の

柱穴を検出しています。竪穴住居は円形のものが1棟、方形のものが2棟

あり、このうち円形住居からよく使い込まれた芯若が出土しました｡掘立
どがまこぐしよくどきわん

柱建物は3間×2間以上の規模で柱穴から土釜や黒色土器椀なぢが見つか

っています。調査は9弓末まで続けられる予定ですので、次号にはさらに

詳しい結果がお伝えできると思います。

（畑本）
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やすでら

7．益須寺遺跡

この調査は小学校の新設工事に先立って、6月中旬から9月末までの予

定で行っています。調査場所は岡、立入町集落間の水田地で益須寺遺跡の

東辺にあたります。これまでの調査では古墳時代前期の竪穴住居と鎌倉時

代の掘立柱建物、井戸、溝が見つかっています｡竪穴住居は一辺6.9mの方
ろあと やしきあと

形住居で、床面から炉跡と柱穴が検出されま【た。鎌倉時代の屋敷跡は幅

1m前後の溝に囲まれており、その内側には撞数の掘立柱建鞠と井戸が築
おもや

かれていたようです。掘立達建物のうち7闇〕7罵瀞？大蕊の建蟻は母屋と

みられます咳このすぐ1t癖汽もこれに似た屋瀞難が見つかる::ど、鎌倉時

代にこの地;ごあった集落の要が徐々に明らかに怠ってきごいます。
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華掘羨菅体験学雷全李．:霞か乳冬

怠角型置く実〉に今置醸垂3考蓋称において、埋文書
セ達ター主催の発蓋藷査律験学習会が開かれました。参加者36名は移植ご

てを片手に柱穴の発掘に挑戦しました。±の中から皿や椀の破片が見つか

るたびにあちこちから歓声が上がっていたのが嘩象的でした。
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